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「入学を歓迎する会」
２５日に、１・２年生と6年生で「入学を歓迎する会」が行われました。本来であれば、全校で

１年生のみなさんを歓迎する会を行いたかったのですが、コロナ禍ということもあり、全校で集ま
っての活動が制限されているため、手指消毒やマスク着用など感染防止対策をしっかりととった上

で、3学年での実施となりました。

１年生が楽しめるようにと、６年生が趣向を凝らした「学校クイズ」

「学校行事絵合わせゲーム」「魚釣り」「塗り絵」の４ブースを準備し、

４グループに分かれた１・２年生が順番に回りました。

進行・案内役の６年生は、１年生に優しく接しながら、わかりやすく

説明したり、各ゲームでの１年生のがんばりを褒めてあげたりと、さす

が最上級生という感じで、西明寺小児童会を引っ張っていこうとする気

持ちを強く感じました。また、２年生の子どもたちも一緒にゲームに参

加しながらも、自分たちが楽しむだけでなく、１年生にアドバイスした

りするなど、お兄さん、お姉さんらしさを随所で見せてくれました。

１年生にとって、楽しみながら他学年との関わりを深めることのでき
る素敵な時間になったようです。

「児童会出発式」
２６日、児童会出発式が行われました。出発式の中では、今年度の児童会テーマ、５つ

の委員会（運営・広報・図書・健康・環境）の目標や活動内容、各学年の学年目標につい
て、それぞれの委員会、各学年が、元気に楽しくわかりやすく発表してくれました。
どの委員会、どの学年も、発表の様子からは、一人一人の力を合わせ、みんなでがんば

っていこうという思いが、強く感じられました。子どもたちが児童会テーマにせまるため
に、児童会活動に対する子どもたちの思いやアイデアを十分に引き出し、生かしていける
よう、職員一同で支援していきます。
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「くりっこチャレンジ２０２２」を始めます！
「くりっこチャレンジ２０２２」の目的は、西明寺小学校で大切にしている『夢をかなえる４つ
の力』①課題に挑戦する（諦めないで努力する・解決方法を工夫する）②自分を知る（自分に自信
をもつ・自分のいいところに気づく・やりたいことを見つける）③みんなと協力する（挑戦する友
だちを応援してあげる）④将来のことを考える（目標に向かって希望をもつ）を具現化するために、
２０２０年6月から行っている活動です。
日頃がんばっている子どもたちの取り組みを、みんなで励まし、応援し、認めてあげることで、
「がんばってよかったな」「できるようになった」「次もがんばってみよう」という気持ちをもたせ
たいと考えています。
この活動の特徴として「チャレンジを応援する人」を設定しています。この応援する人は、子ど
ものがんばりを励ましてあげるとともに、挑戦の結果を認めてあげる役割も担っています。子ども
たち同士であれば少なくとも３名、大人であれば１名以上を設定することにしています。子どもた
ちのチャレンジする内容によっては、お家の方に応援する人を依頼することもあるかと思います。
チャレンジする内容も含めて相談に乗っていただければ幸いです。
また、チャレンジ内容の決定及びチャレンジ終了時には、「褒めること」と「認めるこ

と」の違いを意識していただけるとありがいです。

大人が子供を「褒める」ときは、一般に大人の基準や水準で「褒める」ことが多いように思わ
れます。そして、大人の側の基準で一定の水準に達した、超えたと評価するのが ｢褒める｣ とい

う行為と言えます。反対に言えば、水準に達しない場合には ｢がんばって｣ と言うことはあって
も、褒めることはないかもしれません。

それに対して、子どもが ｢認めてもらいたい｣ ときというのは、一般に子どもの基準や水準で
｢褒められたい｣ のではないでしょうか。大人の目から見れば「もっとがんばれるのでは？」と
感じるチャレンジであっても、また、チャレンジがうまくいかなかったとしても、子どもなりの

こだわりで努力したり工夫したりしたことを ｢認められたい｣ のです。
チャレンジに取り組む際に、子ども自身に目標や工夫する点、努力する点などを考えさせ、そ

の基準に沿ってどこまで達成できたのかを評価し、 ｢認めてあげる｣ことが重要になります。

下記のような「チャレンジの内容例」「カードの記入例」及び「くりっこチャレンジ２０２２に
ついて」を、本日、別紙にて配付しましたので、お子様と一緒に内容をご確認いただければ幸いで
す。なお、活動については、みんなで取り組んでみようと呼びかけてはいきますが、あくまでも自
発的な取り組みですので、子どもによっては、機が熟すまで待つことも必要になるかもしれません。
各学級担任をはじめ、学校職員も子どもたちを励ましたり、相談に乗ったりしたいと思っています。
明日からの連休中にチャレンジをスタートさせたいと考えている子どももいるかもしれません。
その場合は、カードの作成は連休明けになってもかまいません。子どもたちのがんばりをみんなで
応援できるよう、ご協力のほどよろしくお願いいたします。


